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INFORMATION　活動報告

平成26年度　まちづくり活動助成
公開選考会

2014/6/7

　皆さんが生活している身近な地域を、魅力的で住みやすい
環境にするためのまちづくり活動に対して、まちづくり活動助成

（地域“魅力”アップ部門、“はじめの一歩”部門）を行って
います。これまでに助成した団体数は延べ 196 団体となり、市
民団体の活動の成果も様 な々分野で生まれています。
　地域“魅力”アップ部門に応募のあった１５団体の公開選
考会と、“はじめの一歩”部門に応募があった６団体の書類審
査の結果発表が行われました。
　その結果、地域“魅力”アップ部門では６団体が採用、“は
じめの一歩”部門では４団体が採用されました。今後、実りあ
るまちづくりに向けた活発な活動の展開が期待されます。

企画展「金山 誕生から未来へ」
2014/3/11～ 5/6

　金山南ビルが誕生して 15 周年を記念し、企画展「金山～誕生から未来へ～」を開催しました。金山橋駅の駅
名標や金山体育館にて開催された大相撲の写真を見て当時を懐かしむ方々、子どもが描く未来の金山絵画では、
人々の笑顔とまちに緑があふれて、鳥もいっぱいいる絵を描いた作品に来場者から共感
の声がありました。
　また、古代から近代にかけて、金山に優れた技術や政治の機能が集まっていたこと
を示す、貴重な遺跡出土品の展示をするとともに、見晴台考古資料館学芸員による展
示解説をしていただきました。「行け！かなやま新聞社」と題して、参加者が新聞の取
材記者になって探訪するまち歩きを実施しました。金山地区の老舗や寺社を訪問し、ま
ちの移り変わりを知る地元の方に話を聞いたり、普段は入れない市民会館などの裏側を
案内していただいたりしました。発見したまちの魅力をまとめ、新聞にして発表しました。

ナゴヤ減災まちづくりビジョン
～巨大災害と復興に備える～

　南海トラフ巨大地震など自然災害の発生を見据え、名古屋都市セン
ターでは産官学民による研究会を設置し、減災まちづくりに関する議論
を精力的に進めてきました。その成果として「ナゴヤ減災まちづくりビジョ
ン～巨大災害と復興に備える～」を作成し、まちづくりライブラリーで冊
子の販売（税込 1,000 円）を行っています。（ホームページ上でも閲
覧が可能です）
　このビジョンには、被災後の復興まちづくりに備える「事前復興」の
視点や方向性を盛り込んでおり、こうし
た取り組みは復興のスピードや円滑な
合意形成に資するものと考えています。
また、名古屋市周辺を含めた都市圏（ナ
ゴヤ）を対象に考え、災害危険性やま
ちづくり課題など地区の特性を考慮した
検討を行っている点も特徴的です。
　今後も研究会において、こうした取り
組みの展開について議論を進めていき
ます。

とび出せだがねランドワークショップ
「細長風船建築ワークショップ」

2014/3/27・28

　細長風船を使って空間（建築物）づくりに挑戦しました。
色や形を指示する「指令カード」に従って設計し、子ども
が 10 人ほど入れる広さの空間を作りました。事前に構造に
ついて学習しましたが、構造計画がおろそかになるとちゃん
と建っていられないことを実感していました。
　今回のワークショップでは、名古屋工業大学大学院准教
授の北川啓介先生の指導のもと、新制 DAS（だがねオー
ルスターズ）に加えて名古屋工業大学北川研究室、金城
学院大学の学生さんたちも加わって、とても賑やかで楽しげ
な空間が出来上がりました。

平成25年度まちづくり活動助成団体
活動成果報告会

2014/5/18
　平成 25 年度にまちづくり活動助成を受けた、地域“魅力”アッ
プ部門の６団体と、まち“夢”工事部門の４団体による活動成果
報告会を開催しました。
　第１部は「活動成果報告会」を行い、各団体がまちづくり基
金による助成を受けて懸命に取組んだ様 な々活動を報告してもら
い、基金運用委員から助言等をいただきました。
　第２部は「ポスターセッションによる交流会」を行い、各団体と
参加者が交流し、情報交換を図る場となりました。

平成26年度　中川運河助成
ARToC10選考会

2014/4/19

　中川運河を舞台とする市民交流や創造活動が継続的に行わ
れるよう支援するため、中川運河「にぎわいゾーン」の魅力向上
につながる現代アートへの助成「中川運河助成 ARToC10」の
選考会が行われました。
　助成対象は、応募件数５件の
うち３件の提案に決定しました。
　提案された事業情報は、Face 
bookにて適宜発信する予定です。

（https://www.facebook.com/artoc10）

私のお気に入りの場所【北区 グリーンフェロー】 一般社団法人 地域問題研究所 主席研究員

田辺則人さん

助成対象者名 提案名

伏木　啓＋木田　歩 中川運河　映像アーカイブ　プロジェクト

一般社団法人
中川運河キャナルアート Nature / Landscape / Human （仮）

N-mark（エヌ・マーク） ―水辺に生息するアート―
limicoline Art project （ﾘﾐｺﾗｲﾝ・ｱｰﾄ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

団体名称 まちづくり活動提案名

1 陶生町自主防災会 温かい心が交流する地域  －助け合いの仕組みづくり・防災
まちづくり名古屋一番のモデル自主防災会－  を目指して

2 特定非営利活動法人
多文化共生リソースセンター東海

「多文化映画祭ｉｎなごや」の開催等を通じた
多文化共生理解促進

3 一般社団法人
日本ダイバーシティ推進協会

視点を変えて魅力再発見！「音」で観る名古屋観光
「音マップづくりプロジェクト」

4 片平学区連絡協議会 地域のコミュニティーを育む　花・緑の街
－みんなで創る住みよい街・片平－

5 長者町アートアニュアル
実行委員会

－まちとアートの「出会い」・「おもてなし」の発信へ－
継続的な長者町界隈の魅力発信

6 昭和区の歴史文化を守る会 郷土の歴史文化を守り、人と人との絆を育みたい。

団体名称 まちづくり活動提案名

1 四間道・那古野界隈
まちづくり協議会 四間道・美濃路の建物・街並みルールの提案

2 あおなみ線マイスター
あおなみ線ひろめ隊 あおなみ線沿線地域の活性化を目指して

3 和みの散歩道の会 都市計画道路高架下空間を活用した地域交流に取り組みたい

4 こみゅこみゅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ＆ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ

精神障がい関連施設地域交流大運動会

平成26年度　まちづくり活動助成　助成団体

【地域“魅力”アップ部門】

【“はじめの一歩”部門】

減災まちづくりビジョン

審査結果発表プレゼンテーションの様子

活動成果報告会の様子 ポスターセッションの様子

委員長講評質疑に回答する団体の皆様

　黒川の流れが近い市街地、北区清水５丁目に、緑に包まれたビルがある。グリーンフェローは、オーナー

の牧村好貢さんの理念「21世紀の５Ｓ：Slow、Small、Self-reliant（自主自立）、Sustainable（持続

可能な）、Sharing（分かち合い・共生）」を実現したものである。そのハードのみならず、牧村さんやテナ

ントが環境ビジネスなどを手がけるなど、環境共生の思想の普及に貢献してきた。大手と肩を並べて、「生物

多様性保全につながる企業のみどり100選」にも選出された。ビルの四季の表情を見て、牧村さんのお人

柄に時折ふれることは私の至福の時である。




